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（
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
五
十
四
条

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。

第
五
十
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
る
処
分
」
の
下
に

「
又
は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
又
は
異
議
申
立
て
」
を
削
り
、「
又
は
決
定（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。）は
、

そ
の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合

を
除
き
、
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、「
上
、」の
下
に
「
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
そ
の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の

意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
四
十
六
条

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と

し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
五
十
条

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中「（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分

を
除
く
。）」
及
び
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と

し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
深
海
底
鉱
業
暫
定
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
五
十
一
条

深
海
底
鉱
業
暫
定
措
置
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
十
八
条
の
見
出
し
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
る
処
分
」
の
下

に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、「
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
」を「
裁

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却

下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、「
上
、」の
下
に
「
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
そ
の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
審
査

請
求
人
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の

意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
五
十
二
条

半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三

十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
五
十
三
条

特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
五
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
る
処
分
」
の
下

に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、「
決
定
（
却
下
の
決
定
を
除
く
。）は
、
そ

の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定

に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、「
上
、」の
下
に
「
同
法
第
十
一
条
第
二

項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
そ
の

処
分
に
係
る
者
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の

意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
十
一
条
の
見
出
し
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
る
処
分
」
の
下

に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、「
決
定
（
却
下
の
決
定
を
除
く
。）は
、
そ

の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場

合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、「
上
、」の
下
に
「
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
そ
の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
審
査
請
求
人
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の

意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
石
油
需
給
適
正
化
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
四
十
七
条

石
油
需
給
適
正
化
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
十
一
項
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
四
十
八
条

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
る
処
分
」
の
下

に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
又
は
異
議
申
立
て
」
を
削
り
、「
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。）

は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、「
上
、」の
下
に
「
同
法
第
十
一
条
第

二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
そ

の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の

意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚だ

な

の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
石

油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
四
十
九
条

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚だ

な

の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の

実
施
に
伴
う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
る
処
分
」
の
下

に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、「
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
」を「
裁

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却

下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、「
上
、」の
下
に
「
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
そ
の
処
分
に
係
る
者
」
を
「
審
査

請
求
人
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の

意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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